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研究成果の概要（和文）： 3年間にわたる活動によって、日本思想史のミッシング・リンクとも言われる近世の
習合思想について、多面的な研究を行うことが出来た。具体的には、『大成経』やそれを広めた依田貞鎮の著
作、当時の聖徳太子信仰、地域で活動した寺院の蔵書調査などを実施した。
　そしてその成果を、論文や口頭発表によって公開した。特に2015年の国際会議、2016年の学会報告（パネルセ
ッション）、2017年の国際学会報告（パネルセッション）、2018年刊行予定の編著などが主要な成果として挙げ
られる。

研究成果の概要（英文）：　During this three year project, I have successfully carried out research 
from a variety of angles on Buddhist and Shinto combinatory thought (Shugo Shinto), the so-called “
missing link” of Japanese Intellectual History. My main focus was on the Taisei-kyo 大成経 and the 
works of YODA Sadashizu 依田貞鎮 that helped to popularize it. I investigated the cult of Prince 
Shotoku at the time of this popularization, and examined archive documents held in temples 
associated therewith.　
　The results of the project have been made public in academic papers and presentations. Of 
particular note are an international meeting in 2015, academic conference report (panel session) 
2016 ,international conference report (panel session) 2017,and an edited volume due for publication 
in 2018. 
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１．研究開始当初の背景 
 
（１）日本近世の思想界について、以前は仏
教ないし宗教の果たした役割が過少に評価
されていたように思われる（辻善之助、丸山
眞男らの議論など）。しかし最近の研究史は、
「近世思想の主流は仏教から儒教へ」といっ
た議論は批判の対象となり、むしろ中国儒学
と日本儒学の本質的な相違が存在し日本社
会の中国大陸的な儒学の受容には限界があ
ったこと、近世社会でも仏教や神道が受容さ
れていた側面が明らかになり、近世は仏教と
神道の時代であったとの指摘が現われてい
る（尾藤正英、大桑斉など）。 
 
（２）こうした議論を実証的に検証していく
上で重要なのは、確立された近世初期のイメ
ージに引きずられず、実態解明が比較的遅れ
ている近世中後期の宗教を扱うことであろ
う。その際に、「淫祀邪教」とされ儒学者や
国学者など、さらにその系譜を引く近代の学
問から排除された対象であった世界を扱う
こと、すなわち神仏習合思想に注目すること
が有効であると考えられた。 
 
２．研究の目的 
 
（１）近世の神仏習合思想についての先行研
究は管見の限り決して多くない。その中で、
概観を試みているのが河野省三である。河野
は、「三教一致思想が近世初頭の宗教界を支
配する勢いを示した」という前提のもと、三
教一致論に二つの流れ―①吉田の唯一神道、
②「仏教家側」の神道―を指摘する。そして
第二の流れの、代表として『大成経』（1679
年以前成立）、近世の先頭走者として天海
（1536～1643）の山王一実神道を挙げている。
事実『大成経』に親しんだ人々には、天海の
神道説の受容が認められ、河野の指摘の有効
性を裏付けている。 
 
（２）『大成経』の成立・布教に大きな役割
を担った人々に注目し、彼らの間では、諸教
一致論の立場をとり、徳川体制を擁護する姿
勢が共通して見られること、さらに彼らには、
思想傾向だけでなく、自ら偽書を編みまた
（『大成経』も含む）偽書を熱心に広めた行
動様式も共通して見られることから、彼らを
近世思想史の主要な一員として検討するこ
とに着手したい。 
 
（３）思想が機能した環境についても目配り
が必要であることから、近世中後期の仏教教
団の動向、在地社会における仏教の受容など
も、あわせて解明していく必要がある。 
 
３．研究の方法 
 
（１）近世中期に、天海に親近感をもち、『大
成経』を奉じる、一群の思想家たちが存在し

た。そうした思想家たちの中で、依田貞鎮
（1681～1764）を中心的にとりあげ、彼の著
作とその影響関係にある著作の発掘および
分析を行いたい。現在、国会図書館には依田
の著作『霊宗全書』61 冊が残されている。大
量であるだけでなく、周辺知識が乏しかった
ことから、全体として分析対象とされた例を
知らない。しかし、聖徳太子の隠された秘書
と称され、近世社会で影響力が強かったとい
われる『大成経』の注釈書として、本書以上
のまとまった著述群は見られない。そこで、
『霊宗全書』を本格的に分析することを試み
た。 
 
（２）一方で、そうした思想潮流が近世社会
でどのように受容されたかも、あわせて解明
に着手する。本来は様々な階層や位相を分析
することが望ましいが、投入可能な時間や労
力、経費を考え、関係の深い寺院史料を対象
とし、中央の大寺院に残された文書など、お
よび地域の中核的寺院の文書、の二つを調査
し検討する。前者については叡山文庫、後者
については代表的な談義所寺院として知ら
れた滋賀県の成菩提院の近世資料を扱う。二
つの性格の異なる史料群を比較しつつ分析
することで、依田に代表される近世中後期の
習合思想がどのように広がりを見せたかに
ついて、解明できると考えた。 
 
４．研究成果 
 
（１）依田貞鎮関係文献（国会図書館所蔵『霊
宗全書』61 冊など）の収集と分析を行った。
『神経教箋』『先天本紀箋』など『大成経』
の注釈的性格の書や、『山王一実神道秘録』
といった天海の思想に連なる書があり、それ
らと性格の重なる聖徳太子信仰の資料もあ
る。東京と関西を中心に、そうした資料の収
集を行い、内容の整理と分析を進めた。 
 
（２）神仏習合神道の思想が、どのような広
がりを持ち、どの程度の変容を示していたか
を探るため、中央の大寺院と地域の中核寺院
の両者の蔵書調査を行った。天海の思想系譜
が主流となることから、対象とする調査地点
は天台宗寺院（の旧蔵書）を主とし、前者は
叡山文庫、後者は成菩提院（滋賀県米原市）
の調査を実施した。 
蔵書の調査は、一、二年では成果が出ない

ため、本研究に特化したリスト作成や書誌調
査を実施する。研究代表者単独では困難なた
め、研究分担者（すべて関西在住）/連携研
究者や研究協力者の協力を得た。また、叡山
文庫も成菩提院も、多くの歴史的文書を所蔵
し、その内容は思想の基盤とも関わることが
予想されるので、歴史文書の調査等について
連携研究者の朴澤氏を中心に、青柳周一（滋
賀大学・教授）、梅田千尋（京都女子大学・
准教授）、東幸代（滋賀県立大学・准教授）
などの関西の研究者に研究協力者として加



わって頂き調査を進めた。 
 
（３）成果報告として、2015 年 5月にドイツ・
ハイデルベルク市で、ハイデルベルク大学
「グローバルコンテクストにおけるアジア
とヨーロッパ」研究チームとの共催でワーク
ショップ「日本史における神仏習合」を立ち
上げ、本科研のメンバー4名を含む 10 名以上
の研究者が報告などを実施した。ついで 2016
年 10 月に日本思想史学会の大会（於関西大
学）において、パネルセッション「「近世化」
する日本社会の中の宗教」を実施した。その
成果をもとに、ヨーロッパ日本研究協会
（EAJS）に応募し、採択された結果、2017 年
9 月にポルトガル・リスボンで開催される学
術大会において Japanese Religion amid 
Early Modern Social Transitions と題する
パネル報告を実施することになった。さらに、
寺院資料調査の成果報告として科学研究費
補助金の研究成果公開促進費に応募し採択
された結果、曽根原が代表をつとめる研究会
の編著として、『天台談義所 成菩提院の歴
史』を刊行することになった。 
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